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第８回幸せになるための教育を実現する会議 議事録 

日    時      令和５年２月３日（金）午後３時～午後４時 

場    所      庁議室 

委   員     神谷、鈴木、曽根、三浦 

そ の 他     企画部長、学校教育課主任指導主事、企画課長 

議事録作成者  企画課 内田 

 

 

 

１．報告  

（１）半田市の幸せになるための教育（教育委員会の取り組み） 

 

○学校教育課主任指導主事 

資料に基づき説明 

 

〇委員長 

資料の図を見ると「幸せ」が記述してあり、わかりやすいと思います。また、この資料の内容

は学校現場に伝えているものですか。 

 

○学校教育課主任指導主事 

校長会議で既に提案しましたので、学校現場にも伝わっているものと思います。 

 

〇委員 

 評価のためにアンケートを実施することによって、私たちにも進捗状況がわかる点はありがた

いです。どのように実施するかを教えてください。 

 

〇学校教育課主任指導主事 

アンケート調査は例年のアンケートに設問を追加するものです。児童生徒については、各

校の小学校 4 年から中学校 3 年生の 1 クラスに対し実施しています。年度末に実施、3

月頃に集計結果がまとまります。 

 

〇委員 

 資料の項番１、２、３、８、９は各学校で取り組んでもらい、４～７は予算が必要とな

るため教育委員会、行政が取り組んでいくものですね。 
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〇委員長 

 資料で「幸せ・ウエルビーイング」が太字の理由を教えてください。 

 

〇学校教育課主任指導主事 

 教員により強く意識してもらうために太字にしています。 

 

〇委員 

 今までのこの会議の議論を踏まえ、取り込めている資料で、大変良くできていると思います。

令和 5 年度の取り組みだけではなく、その先の方向性が見える資料だと思います。 

 

〇委員長 

 アンケート項目で「幸せについて考える」がありますが、「幸せになる」は別の話です。この会

議としては教育によって「幸せになりたい」を増やしていくことが大切だと思います。 

 

〇委員 

 強化週間では学校公開日を設けるのは、学校と家庭が同じ方向を向いて取り組んでいく

のに、良い機会だと思います。 

 

〇委員 

 スシローなどでのいたずら動画が拡散されている状況をみても、モラル、しつけの問題で、親

の関与はとても重要なポイントであると思います。 

 

〇委員長 

 夏季休業中に工藤勇一先生の講演会について補足説明をお願いします。 

 

〇学校教育課主任指導主事 

 全教員を対象に雁宿ホールで実施します。近隣市町の教育委員会や幼保の職員にも

声かけを行う予定です。今後も、講演会、研修会、研究発表会を 3 年サイクルで実施して

いく予定です。 

 

〇委員長 

 保護者へは参加を呼びかけますか。 
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〇学校教育課主任指導主事 

 講演内容は教員向けですので、保護者への案内は予定していません。 

 

〇委員長 

 講演会に限らず学校、教育委員会として実施していることは保護者へ伝えられると良いと

思います。 

 

〇委員 

 学校地域協働支援員について教えてください。 

 

〇学校教育課主任指導主事 

特に教頭先生の負担が大きくなっている点を鑑み、令和 5 年度は試験的に 1 校にコミュ

ニティスクールや地域との取組を担当する職員を配置します。 

 

〇事務局 

令和 5 年度予算で、学校地域協働支援員、市費による専科教員の配置、講演会の

実施の 3 事業についてはこの会議の提言を受け事業化したものです。またエアコンの設置や

学校徴収金管理システムもこの会議やアンケート結果を踏まえ、事業を組み立てています。 

 

○委員 

 小学校での専科教員の配置状況は進んでいますか。 

 

〇学校教育課主任指導主事 

 文部科学省が考えていますが、現状ではあまり進んでいない印象です。国費や県費だけ

では充分ではありません。 

 

〇委員長 

校長先生を始め、学校現場の反応を教えてください。 

 

〇学校教育課主任指導主事 

 情報は伝えて目指すべき点は共有できており、前向きに取り組んでいく雰囲気は感じてい

ます。 

 

〇企画課長 
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 実践事例を蓄積していく取り組みを、開始前から示して、実践していくことは非常に良いこ

とだと思います。 

 

〇委員長 

 この取り組みを進めていっていただきたいです。この会議として期待しています。 

 

 

２．その他（自由意見） 

〇委員長 

 若い世代の離職は、若い世代やその職場でかかわる職員の責任ではなく、会社や社長が

明るいビジョンが見えていないことが原因だと思います。教育においても先生が明るいビジョン

を見て幸せを感じれば、子どもにも伝わると思います。教員が楽しい、幸せと感じられる職場

を作ることができると良いと思います。 

 

〇委員 

 教員を目指す学生に、自分なりの育てたい子ども像の実現のためどうしたいかを聞くと、教

員が明るく元気でないと、子どもが明るく元気にならないので、明るく元気に過ごしたい、と答

えます。教育ビジョンを持っています。忙しい中でも教員がその意識を持ち続けて毎日の学

校を過ごすことができれば、幸せについて考える良い学校になっていくと思います。 

 

〇委員 

 教員と生徒の関係は学校見学のクラスの雰囲気を見れば感じ取れました。良いクラスの

生徒はしっかり教員を見て、積極的に発言ができ、教員の発言に対する回答もしっかりして

いました。教員と生徒の関係はとても重要だと思います。 

 

〇事務局 

 来年の会議日程は講演会と学校開放日の見学を予定に入れます。また、会議で取り組

みのゴール設定について、来年の前半で議論をしたいと考えています。都合が悪い曜日、時

間がありましたら事務局にご連絡をお願いします。 

 

〇企画課長 

教育委員から意見交換したい旨の話があります。実施方法についてはこれから調整しま

すが、日程調整の中でお知らせします。 
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＜終了＞ 


